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大分県きのこ研報 (6)2007

原木生シイタケ栽培における優良ほだ木育成

並びにおがくず種菌の使用法に関する研究

村上康明 。上野美奈子

Studies on rnethod to rnake good quality of bed―logs and to use sawdusthbased spawn for

cuitivation of Lcnど妃uFa cび0びcs

Yasuaki MuRAKAMl° Minako UENO

要 旨

原木生シイタケ栽培において種菌形状と接種時期が発生量に与える影響について検討を行つた。種菌形

状については、各種おが くず種菌の使用により早期ほだ化が可能であるが、使用品種、接極駒数によって

発生パターンが異なることが明らかになつた。木片種菌においては、接極駒数を増加させても早期ほだ化

はほとんど望めなかった。

接種時期については、品極によっては早期接種 (生木接種)に おいて通常時期接種と同等またはそれ以

上の発生を示すが、発生が悪い品種もあることが示唆された。早期接種に適した品種を使用することによ

り、作業時期をずらし労力を適正に配分することができるものと考えられた。

おが くず種菌においては接種駒数が増加するに伴つて発生量も増加する傾向が見られ、中には200kg/直

(ほだ木 1本 当たり約1.6kg)以上の発生が見られる品種もあったが、増加分は特に接種年内の発生量の増

加によってもたらされた。従って、おがくず種菌を接種する際には年内浸水発生を実施する方がよいと思

われる。木片種菌においては接種駒数が増加 しても発生量はあまり増加 しなかった。

シイタケの個重を比較すると、年内浸水を実施 した場合もしない場合においても、平均個重は木片駒よ

りも成型駒、威型駒よりもおが菌封ロウの方が重 くなる傾向が見られた。

Summary

Studies、vere made for effect of differenttypes oFspa、A′n(woOd Chip― based spa、vn and sawdustい

based spawn)and inOCulation condition to fruiting quantity and quality of Lentin口 ra cびοびes.

Usage of saM′ dust―based spa、vn hastened the maturation of bed-logs, but fruiting pattern

differed depending the strain used and the spaMァning density,though usage of、 vood chip―based

spawn did not.

Some strains sho、ved gOod production vrith early spawning(on freSh― Cut log),though some

did not.,Vith early spawning,we、 vill be able to distribute our labor in appropriate tilne.

On usage oF sawdust based spaMrn, prOduction of fruit‐ bodies(after soaking bed‐ logs in

water)increased with spa、 vn qtlantity. In one case,、ve could get good production such as

200Kg/ぶ 。In Such case,increment was attained by increase of production within a year.Then

if we use sawdust一based spawn,it is recomlnended to start using bed‐ logs within a year.On

usage of、 vood chip―based spawn, production of fruit一 bodies did not increase Mれ th spa称′n

quantit/.

VVeight ofindividual fruit bOdies、vere heavierin sa、Aァdust―based spawn than wood chip― based

spawn.

Key WVords:Lentinula edodes,cutivation,bed-log,w00d chip、 based spawn,sawdust― based

spaM′n
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は じ め に

大分県においては乾シイタケの生産が盛んであり、品評

会では8年 連続連続日本一という記録を打ち立ている。一

方、乾シイタケの陰に隠れた感があるが、生シイタケの栽

培 も盛んであり、平成17年現在で1,429トン、約12億円の生

産がある。生シイタケの生産量は九州内で第 2位 、全国14

位である。そのうちの約50%が 原木栽培であり、玖珠町、

九重町、耶馬渓地方、山国町一帯を中心に282人の生産者が

従事している (平成17年現在)。

大分の生シイタケ栽培は、乾シイタケ栽培を基礎にして

成立したという経緯があるために、木片駒を使用 して伐採

跡地に伏せ込むという方法が中心で、天候の影響を受けや

す く、年によるほだ木のでき方にばらつきがあるため、生

産や品質の安定性 という視点で見た場合問題が多いのが現

状である。

一方他県の原木生シイタケ主産地においては、成型駒を

使用 して、さらに多植を行ったり、おが菌を使用しての高

品質シイタケの安定生産が図られている。成型駒というの

は培養したノコクズ種菌を棒状型のパックにつめて一枚の

シー トにおさめ、スチロールのフタを取 り付けたもので、

ノコクズ種菌の活着性と種駒の省力性の長所を組み合わせ

たもの (中村1982)と されるが、その特性についての研究

例は少ない。県内でも一部の生産組合において成型駒を使

用 したり、自動植菌機等を導入しておがくず種菌の使用を

Bull.Oita Mush.Res.Inst.(6)2007

開始 したが、ほだ化技術等が不明であり、菌極に合わせた

早期ほだ化技術、発生操作技術等の解明が必要とされてい

る。これら種菌を使用 し、また、大分県に多産するクヌギ

原木を利用しての原木生シイタケの高品質化を促 し、安定

生産を図るのが当研究の目的である。

I.木 片駒 と成型駒の比較

目   的

原木生シイタケ栽培において、木片駒を用いた場合には、

ほだ木育成に16ヶ月程度の期間が必要であり、その間の気

象条件がほだ木の育成に与える影響は大きいものがある。

本研究は、原木生シイタケ栽培の安定化のために、ほだ木

育成期間の短縮の研究を行う。ここでは、クヌギ原木を用

いた場合に、木片駒 と成型駒においてほだ化 と発生量にど

のような違いがあるかを見るために比較試験を行つた。

方   法

供試ほだ木は平成 10年11月に伐採、翌年 1月 に玉切 りし

たクヌギ原木に、平成11年2月 中旬に市販の高温菌 5品 種

(明治7V-7,菌 興695,秋山A567,森Y763,セ ッコ
ーH3)の

木片駒 と成型駒 (市販おが菌を用いてセンタ
ー内で製造)

を定法どおりに接種 した。1試験区のほだ木数は40本 とし、

品種ごとに木片駒区と成型駒区を設定した。ほだ木はセン

ター内人工ほだ場に伏せ込み、降雨に散水を追加する方法

(1週 間降雨が見られない場合には2時 間散水)で管理した。
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平成11年 6月 下旬及び10月中旬に剥皮調査を行い、各試

験区 5本 のほだ木の材表面蔓延率を肉限判定し、さらに各

ほだ木の両木日より約 10 cmの部位から2枚 の円盤を採取

し、菌糸蔓延部分を トレースして断面蔓延率を求めた。ま

た、断面蔓延率を求めた円盤の接種孔周辺部分の辺材部か

ら1.5cm角のサンプルを取 り出し、絶乾法により比重を求め

た。

そして、平成11年に2回 (10月、11月)、平成12年 6～ 9

月に3回 、平成13年 6～ 9月 に4回 、合計 9回 浸水 (水温

18℃、浸水時間 6時 間)し 、生シイタケ発生舎で試験区別

の子実体発生量調査を行い、規格別の発生個数 と生重量を

発生部位 (樹皮部、接種孔)男」に求めた。

年内浸水発生を行わず、 2年 目から浸水発生を実施する

試験区も設けた。年内浸水発生を行わない以外、品種、接

種時期、接種数量等すべて上記試験区と同様 とした。浸水

発生は平成12年 6～ 9月 に3回 、平成13年 6～ 9月 に4回 、

平成14年 6～ 9月 に2回 の合計 9回 実施 した。サイズの級

別は全国統一規格に準拠し、 L,M,S,SSと した。

なお、発生量の結果分析には、 1胡 あたりに換算した発

生個数 と重量 (生重量)、個重 (シイタケ 1個 あたりの生重

量)、接種孔発生率 (全個数のうち、接種孔から発生した個

数の比率)、ならびに良品率 (全個数のうち、L,M級 品の数

の割合)を用いた。なお、ここで言う良品率は、熊田ら(2002)

の 「LM率 」 と同じものである。

結果と考察

1ち 剥皮調査の結果

表 1に 6月 と10月の剥皮調査の結果を示した。

表 2 接 種年浸水区での、各品種における発生個数、重量ならびに個重

*単 位は、個数が個/ぶ 、重量がkg/が 、個重が g/個 。

明治7V7に おいては、表面蔓延率も断面蔓延率も成型駒

区の方が高かつた。比重についても同様であつた。6月 と

10月を比較すると、10月の方が蔓延率が高く、比重が低 く

なっており、シイクケ菌糸が蔓延することによってほだ木

の分解が進んだことがわかる。菌興695においては、成型駒

と木片駒の差は小さかったが、10月の断面蔓延率では成型

駒の方がだいぶ上回った。比重においては余り差がなかっ

た。秋山A567においては、成型駒区の方が蔓延率が高かっ

た。比重もわずかではあるが成型駒区の方が小さかった。

森Y763においては、6月 は成型駒区の方が蔓延率が高かつ

たが、10月には木片駒区の方が高くなった。比重は、6月

時点では成型駒区の方が小さかったが、10月には同じ値で

あつた。セッコーH3に おいては、成型駒区の方が明らか

に蔓延率が高かつた。比重については、6月 は成型駒区が、

10月は木片駒区がわずかに小さい傾向であった。

まとめると、一般的に成型駒は木片駒に比べると蔓延率

が高く、比重が小さい傾向が見られた。すなわち、成型駒

の方が菌糸が速く蔓延して重量が減少し、ほだ化が進んで

いると考えられた。例外は森Y763で、 6月 には成型駒区の

方が蔓延が良かったが、10月には木片駒区の方が上回った。

ただ、比重においては10月段階では差がなく、ほだ化の程

度には差がないものと思われた。

2.発 生量調査の結果

表2に年内浸水発生を行った場合の各品種木片駒と成型

駒別の発生状況を示した。

明治7V7に おいては、成型駒区の方がわずかに発生量が

多く、81,9kg/ボ (約650g/本 )で 、個数は逆に少なかっ

表 1 各 品種の木片駒と成型駒における蔓延率と比重

種 明治7V7 菌興695 秋山A567 練 r763 セッコーH3

種 駒 形 状 木片駒 成型駒 木片駒 成型駒 木片駒 成型駒 木片駒 1成 型駒 木片駒 1成型駒

表 面 蔓 延 率

(%)

6 月

10 月

50

81

15

67

17

84

18

8 5

27

73

断 面 蔓 延 率

(% )

6 月

10 月

17

53

31

83

18

5 2

17

63

15   1   34

76   1   75

９

　

３９

31

71

比 重 6 月

10 月

0.73

0.54

0.65

0 . 5 1

0.73

0.52

0.74

0 . 5 1

0`75  1  0.69

0.55  1  0.54

0.71  1  0.68

0.54  1  0,54

0.72  1  0,70

0.53  !  0.55

明治7V-7 秋山A567 セ ッコーH3 昇ヽY763 菌興695

個数 1重 量 1個 重 個数 1重 量 1個重 個数 十重量 1個重 個数 1重量 1個重 個数 1重 量 1個重

成型駒区

木片駒区

6,2531  81.9

8,5591  80.4

1 3 . 1

9 4

5,731

4,237

68.4

49,2

11.9

1 1 . 6

8,639

9,023

123.1

108.0

1 4 . 2

1 2 . 0

8,0681 114.7

9,2441  98.9

14.2

1 0 . 7

6 , 5 1 6

7,941

89.0

90.6

1 3 . 7

1 1 . 4
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たため、個重がかなり重い結果となった。菌興695において

も成型駒区と木片駒区の差は小さかったが、木片駒区がわ

ずかに多く、90 6kg/述 (約720g/本 )で あったが、個数

がかなり多かったので、個重は成型駒区の方が重かった。

秋山A567においては、成型駒区の方が発生が多く、68.4kg

/胡 (約540g/本 )で 、個数も多く、個重も重かつた。森

Y763においては、成型駒区の方が発生量が多く、114.7kg/

ぶ (約900g//本 )で逆に個数は少なかったので、個重がか

なり重い結果となった。セッコーH3に おいては、成型駒

区の方が発生量が多く、123.lkg/面 (約970g/本 )で 、

個数は逆に少なかったため、個重が重い結果となった。

まとめると、一般的に成型駒は木片酌に比べると発生量

Bull.Oita Mush.Res.Inst.(6)2007

が多かつた。これは蔓延率の結果と一致 している。発生量

は品種によって差があり、最も多かったのはセッコーH3

の成型駒区であった。ただ、この結果は 1回だけの試験で、

また、当研究所の限られた条件下での結果であると言 うこ

とに注意をする必要がある。品種別の発生量や、接種数量

を変更しての発生量については以下の試験でさらに調査を

行っていく。一つ注目すべき点は、すべての品種において、

成型駒区の方が個重が重かった点である。この点について

は以下でさらに分析を進めていく。

それぞれの品種について、浸水別の発生量と良品率の変

化を図 1に示 した。

20 0

60 0

20 0

4  5

浸水回数

醐脇鋼 成型駒発生量

|  1木 片駒発生量

子 成型駒良品率

一〇一 木片駒良品率

図 1 各 品種における浸水をとの発生量と良品率

(1年目より浸水)
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明治7V7の 成型駒区においては、年内の2回 の浸水発生

においては6.1～7.9kg/対 の発生であったが、良品率 (全

個数に占めるL,M級 品の割合)が 51.6～55.8%と 高かつ

た。2年 目には、それぞれの浸水での発生量が増加したが、

浸水を繰 り返すごとに良品率が低下し、 5回 目には20,90/0

となった。3年 目には発生量が減少し、1.7～4.8kg/直の

範囲にあった。良品率も低かった。木片駒区においては、

年内の2回 の浸水発生ではほとんど発生がなかった。2年

目には、浸水を繰り返すたびに急激に発生量が増加した。

良品率は余り高くなく、19.3%～23.5%で あった。3年 目

には発生量が減少し、良品率も低かつた。

菌興695の成型駒区においても同様な傾向を示したが、明

治7V7に 比べると2年 目の発生量が少なく、3年 目の発生

量が多い傾向が見られた。木片駒区のパターンは明治7V7

と同様であった。ただ、成型駒区同様に2年 目の発生量が

少なく、3年 目の発生量が多い傾向が見られた。

秋山A567の成型駒区においては、年内の2回の浸水発生

においては 1回 目の発生量が多く、17.2kg/ぷであつたが、

2回 目は減少した。2年 目も発生量はあまり増加しなかっ

た。3年 目の発生量は1.1～5.4kg/ぷであつた。良品率の

変化は、 1回 目が44.2%と ほかったほかは、他の品種と大

差なかった。木片駒区のパターンは、他品種と同様であつ

たが、発生量が少なかった。

森Y763の成型駒区においては、年内の2回 の浸水発生に

おいては発生量が多く、14.9～15.lkg/胡であつた。良品

率も76.7～77.2%と高かった。2年 目も発生量が多く、11.3

～18.4kg/胡の発生であった。良品率は他品種と同傾向で、

3回 目の43.0%か ら5回 目の19。50/0へと低下した。3年 目

は他品種と同様に発生量が減少し、良品率は低かった。木

片駒区のパターンは、やはり他品種と同様であった。また、

成型駒区と同じく8回 目の浸水の発生量が多かつた。

セッコーH3の 成型駒区においては、年内の2回 の浸水

発生においては発生量がやや多く、9.0～14,4kg/面であつ

た。良品率も70.5～77.7%と 高かった。2年 目も発生量が

多く、13.8～21.4kg/拭の発生であった。良品率は他品種

と同傾向であるが比較的高く推移し、3回 目の62.0%か ら

5回 目の36.9%へ と低下した。3年 目は他品種と同様に発

生量が減少したが比較的多く、2.7～11.6kg/胡の範囲にあ

*単位は、個数が個/ni、 重量がkg/直、個重がg/個 。

り、やはり8回 目が多かった。良品率は最後21.3%ま で低

下したが他品種よりは高い値であった。木片駒区のパタ
ー

ンは、他品種 と同様であった。また、成型駒区と同じく8

回目の発生量が多かった (14.7kg/胡 )。

ここには示していないが、成型駒区における接種孔発生

率は、各品種 とも良品率の変化 と同様のパターンを示し、

良品率と接種孔発生率との間には正の相関が見られた (村

上ら2001,村 上 ・石井 ・上野2003)。

以上をまとめると、成型駒区は年内と翌年の最初の浸水

での発生量が多 く、この時期は良品率が高かつた。なお、

年内発生における品種間の比較の詳細については上野 ら

(1999)な らびに上野 (2000)に 詳しい。木片駒区では年

内と翌年の最初の浸水での発生がほとんどなく、その後発

生量が増加した。この、発生量が増加する時期には良品率

が低下した。これらの要因によって、前項に示したように

成型駒区の方が個重が重 くなったものと考えられた。個重

については多植を行つた場合などについてさらに分析 して

▼ゝく。

表 3に 、 2年 目より浸水発生させた場合の各品種木片駒

と成型駒別の発生状況を示した。

明治7V-7においては、木片駒区と成型駒区の発生量はほ

ぼ同じであり、年内浸水発生を実施した場合 (表2)よ り

もやや少なかった。個重は成型駒区の方が重かった。

菌興695においては、成型駒の方が木片駒よりもかなり発

生量が多 く、成型駒区も木片駒区も年内浸水発生を実施 し

た場合よりも多かった。個重は成型駒区の方が重かった。

秋山A567においては、木片駒区の方が成型駒区よりも発

生量がやや多かった。個重は成型駒区の方が重かった。木

片駒区では年内浸水発生を実施 した場合よりも発生量がか

なり多く、成型駒区では同じであつた。

森Y763においては、木片駒区の方が成型駒区よりも発生

量がやや多かった。個重は成型駒区の方が重かった。木片

駒区では年内浸水発生を実施 した場合より発生量がやや多

く、成型駒区では少なかった。

セッコーH3に おいては、木片駒区の方が成型駒区より

も発生量がやや多かった。個重は成型駒区の方が重かった。

木片駒区では年内浸水発生を実施 した場合より発生量が多

く、成型駒区では少なかった。

表 3 2年 目浸水開始区での、各品種における発生個数、重量ならびに個重

明治7卜7 秋山A567 セッコーH3 森Y763 菌興695

個数 重量 1個重 個数 重量 個重 個数 重量 個重 個数 重量 個重 個数 重量 個 重

成型駒区

木片駒区

6,699

7.283

7 7 . 7 1 1 1 . 6

78.81  10.8

4,976

5 , 7 1 4

70.0

73.4

1 4 . 1

1 2 . 8

7,633

8,929

1 1 1 . 7 1 1 4 . 6

115。11  12.9

8,4841  99.1

9.4291 101.0

11,7

1 0 . 7

7,620

7,349

1 1 7 . 1

100.6

1 5 . 4

1 3 . 7
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生
量

（惟
フ／
甫
）

まとめると、成型駒区の方が発生量が多かったものが 2

品種、木片駒区の方が多かつたのが3品 種であった。いず

れの品種においても、個重は成型駒区の方が重かった。

それぞれの品種について、浸水別の発生量と良品率の変

化を図 2に 示した。

明治7V7の 成型駒区においては、最初 (2年 目)の 3回

の浸水発生においては11,卜19.純 /胡 の発生であったが、

良品率 (全個数に占めるL,M級 品の割合)は20.6～45.70/0

と、余 り高 くなかった。 3年 目には、それぞれの浸水での

発生量が減少し、また、浸水を繰 り返すごとに良品率がほ

下し、7回 目には8.50/0となった。4年 目には発生量が減少

し、0.6～1.4kg/ボの範囲にあった。良品率も低かった。

木片駒区においては、最初 (2年 目)の 3回 の浸水発生に

おいては 1回 目の発生量が少なく、浸水を繰 り返すたびに

発生量が3.2～20.Okg/胡へ と増加した。良品率は余 り高 く

4   5   6

浸水回数

60 0

4   5   6

浸水回数

Bull.Oita Mush.Res,Inst。(6)2007

なく、15.8%～30。1%であった。3年 目には、発生量が増

加した後減少し、1.5～12.lkg/対の範囲にあった。良品率

は7.1%～30.1%であった。4年 目には発生量が減少し、0.7

～2.4kg/胡の範囲にあった。良品率も余り高くなかつた。

菌興695の成型駒区においては、発生パターンは明治7V-7

と同様な傾向を示したが、発生量は全浸水発生を通じてよ

り多く、2年 目で16.4～29.4kg/ぶ、3年 目は5。3～14.7kg

/面 、4年 目は2,1～2.6kg/面の発生であった。また、良

品率も高く、特に2年目は40.3～60.4%であった。木片駒

区においては、最初 (2年目)の 3回の浸水発生において

は1回目の発生量が少ないのは明治7V7と同様であり、そ

の後発生量が増加し、5。4～22.lkg/ぶであった。良品率は

やや高く、29.0%～54.9%であった。3年目には、発生量

が増加した後減少し、6。2～22.5kg/減の範囲にあった。良

品率は高い方で、17.9%～55,0%であった。4年 目には発

良
品
率

（％
）

範

良
品
率

（％
）

発
生 2 0
童

kg

斉10

0
4   5   6

浸水回数

良
品
率

（％
）

範40 0

発
生
量

（燈
／
，ｍ
）

良
品
率

（％
）

3    4 5 6  7    8  9
浸水回数

― 成型駒発生量

1  1木 片駒発生量

十 成型駒良品率

一〇一 木片駒良品率
良
品
率

（％
）

発
生
量

（蛇
／
ョｍ
）

図2 各 品種における浸水ごとの発生量と良品率

(2年 目より浸水)

明治7V-7

森Y763

セッヨーH3
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生量が減少し、2.6～ 3.3陀/拭 の範囲にあり、良品率は

18.2%～39.7%と、比較的高かつた。

秋山A567の成型駒区においても、発生パターンは上記2

品種と似ていたが、発生量は少なめで、2年 目の浸水発生

においては、2.3～14.4絶/ば 、3年 目は4.6～14.7kg/述、

4年 目は1.7～6.8kg/拭の発生であった。良品率も低めで

推移し、2年 目でも25.4～36,9%であつた。木片駒区のパ

ターンは、他品種と似ており、発生量もわりと多かつた。

森Y763の成型駒区においては、 最 初 (2年 目)の 3回 の

浸水発生においては12.8～23.3kg/∬の発生であり、良品

率も2回 目までは40.4～43.6%と高かつた。 3年 目には、

それぞれの浸水での発生量が減少し、4.7～16,Okg/対の発

生であり、良品率が低下して、5.5～18.20/6となった。4年

目は発生量が2.5～4。4絶/対 、良品率が8`7～17.8%であっ

た。木片駒区においては、最初 (2年 目)の 3回 の浸水発

生においては1回 目の発生量が少なく、浸水を繰り返すた

びに発生量が8.0～20.6kg/面へと増加した。良品率は余り

高くなく、11.50/0～29.1%であった。3年 目には、発生量

が増加した後減少し、4,9～21.4kg/胡の範囲にあった。良

品率は4.0%～16.8%であった。4年 目には発生量が減少し、

2.3～7.9kg/ボの範囲にあり、良品率も余り高くなかった。

セッコーH3の 成型駒区においては、最初 (2年 目)の

3回 の浸水発生においては13.7～29.絶/胡 の発生であり、

良品率も2回 目までは54.8～61.6%と高かった。3年 目に

は、それぞれの浸水での発生量が減少し、3.3～18.5kg/対

の発生であり、良品率がやや低下して、13.0～35.90/Oとなっ

た。4年 目は発生量が2,4～5.Okg/胡、良品率が26.7～34.0

%で あつた。木片駒区においては、最初 (2年 目)の 3回

の浸水発生においては 1回目の発生量が少なかったが、2,

3回 日は発生量が24`7～27.7kg/ぶへと増加した。良品率

は34.80/0～60.9%であった。3年 目には、発生量が増加し

た後減少し、1.4～20.O kg/11iの範囲にあった。良品率は

22.60/0～39.5%と高かった。4年 目には発生量が減少して

0.6～2.6kg/ぷの範囲にあり、良品率は29.2～29,4%であっ

た。

まとめると、年内浸水発生を行わない場合、年内浸水発

生を行つた場合と比べて品種による発生量の違いは少な

かった。さらに木片駒区と成型駒区の発生量にあまり差は

なかったが、木片駒区の方が多い品種が5品種中4品種で

あった。成型駒区は 1回目の浸水から発生が多く、3年 目、

4年 目と減少していくのに対し、木片駒区は 1回目の発生

が悪いが2回 目、3回 目と浸水ごとに発生量が増加した。

3年 目の発生量もそれほど落ち込まないが4年 目には成型

駒同様減少する傾向が見られた。良品率は、特に最初の3

回の浸水発生において、成型駒区が木片駒区よりも高いrn~

向が見られた。成型駒区は発生量は余 り多 くない代わりに、

個重はすべての品種において木片駒区を上回つた。

II.露 地でのビニール仮伏せの効果

目   的

県内の生産現場においては伐採跡地に伏せ込むことが多

く、散水等接種後の処理が実施できない現状にある。裸地

で接種後のほだ木を育成する場合、ビニール被覆するとい

う方法が考えられる。そこで、ビニール被覆によって仮伏

せした時に、ほだ化や子実体発生状況がどう変わつてくる

かについて検討することを目的として試験を行つた。

方   法

材料および方法

供試ほだ木は、平成12年2月 中旬に市販の高温性品種 (秋

山A567、森Y763)の 木片駒と成型駒を接種し、センター内

の裸地で 8ヶ 月育成したものを用いた。仮伏せの方法は、

1試験区当たり40本の供試ほだ木を、コンクリー トブロッ

クにより地面から浮かせて高さ50cIIl程度に棒積みし、黒色

のシェードの上から透明のビニールで被覆した。各試験区

の設定を表 4に 示した。

表 4 露 地でのビニール仮伏せ試験の設定

KA区 は日最低気温が 5℃ 以上に上昇 した 3月 上旬にビ

ニール被覆を除去してシェードのみとした。この時の日最

高気温は約15℃であった。KB区は日最低気温が10℃以上に

上昇した 3月 下旬にビエール被覆を除去した。この時の日

最高気温は約20℃であった。KC区は基本的に臨区と同じで

あるが、途中 3月 上旬に一旦被覆を除去して15時間散水を

行った。KD区はシェードのみでビニール被覆を行わず、最

初から人工ほだ場に静置した。

仮伏せ中は、ほだ木の位置 (上中下)男」に温度、湿度の

測定を行った (図3)。

平成12年5月 上旬にすべてのほだ木を人工ほだ場へ移動

し本伏せを行つた。なお、仮伏せ開始時に、全供試ほだ木

に15時間の散水を行った。

処理区記号 処  理

m 日最低気温 5℃ (日最高気温15℃)でビニー

ル被覆除去

K B 日最低気温10℃(日最高気温20℃)でビニ
ー

ル被覆除去

日最低気温10℃(日最高気温20℃)でビユー

ル被覆除去、途中15時間散水

KD 対照区 :ビニール被覆なし、人工ほだ場に

静置
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図3 仮 伏せ中における温湿度測定

発生量調査については、平成12年に2回 (10月、11月)、

平成13年6～ 9月 に4回 、平成14年6～ 9月 に3回 、合計

9回 浸水 (水温18°C、浸水時間 6時 間)し 、生シイタケ発

生舎で試験区別の子実体発生量調査を行い、規格別の発生

個数と生重量を、ほだ木の仮伏せ位置 (上、中、下)並 び

にほだ木の発生部位 (樹皮部、接種子L)男Jに求めた。

表 5 被 覆処理区ごとの2品 種における3年 間の発生状況

Bull.Oita Mush.Res.Inst,(6)2007

結果と考察

表 5に 、被覆処理区ごとの 3年 間の発生状況を示した。

森Y763の成型駒においては、酪区 (73.2kg/正=578.2g

/本 )は 対照区 (Ю区:70.3kg/胡=555,3g/本 )よ りも

発生量が多かったが、畑区とKC区は対照区よりも少なかっ

た。個数も同様の傾向を示した。平均個重は対照区が最も

重かった。

木片駒においては、いずれの処理区も対照区よりも発生

量が少なかった。個数は触区が最も多く、個重は対照区が

最も重かつた。威型駒と木片駒を比較すると、発生量は余

り差がなかったが、個重は常に成型駒が重かった。

秋山A567の成型駒においては、いずれの処理区も対照区

よりも発生量が多かつたが、最大は触区であった。KA区は

個数も個重も最大であつた。

木片駒においては、触区とRC区において対照区よりも発

生量が多かった。個数も同様であつた。個重はKC区が最も

重かった。成型駒と木片駒を比較すると、発生量はほとん

どの試験区で威型駒の方が発生量が多く、また個重は常に

成型駒が重かつた。

以上をまとめると、ビニール被覆を早期に除去した区が

良い成績を示したことから、裸地でのビニール被覆は短期

試験区 項 目
森Y763 秋山A567

備 考
成型駒  1 木 片駒 成型駒  1 木 片駒

m 個  数 (個/d)

重  量 (kg/胡)

平 均 個 重 (g )

接種孔発生率 (°/o)

良  品  率 (°/o)

4,394

73.2

1 6 . 7

5 1 . 0

29,7

4,868

62,1

1 2 . 8

28.0

3,803

62,9

1 6 . 5

53,7

55,0

2,777

39,3

1 4 . 2

45.4

日最低気温 5℃ (日最高気温15℃)

でビニール除去

畑 個 数

重 量

平 均 個 重

接種孔発生率

良  品  率

3,522

57.2

1 6 . 2

50.4

40.6

4,456

58.9

1 3 . 2

27.4

2,853 1      1,099

43.8 1       14.8

15.4 1       13.5

5 2 . 0十    一

43.2 1      43.7

日最低気温 5℃ (日最高気温15℃)

でビニール除去

個 数

重 畳皇

平 均 個 重

接種孔発生率

良  品  率

3,351

52.0

1 5 . 5

52.9

37.7

3,960

52.5

1 3 . 3

4 1 , 6

3,444

53.6

1 5 . 6

60,2

52,1

3,552

54.5

1 5 , 3

46.0

日最低気温10°C(日 最高気温20℃)

でビニール除去

途中15時間散水

畑 個 数

重 量

平 均 個 重

接種了L発生率

良  品  率

3,721 1     4,618

70,3 1      68.7

18,9 1       14.9

4 4 . 6 1     -

50,7 !      44.2

2,216 1      2,178

34.1 1      30.3

15.4 1       13.9

4 9 , 9十    一

44.7 1      40.4

対照区

ビエール被覆なし

人工ほだ場
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間で良いと考えられた。また、全処理区において成型駒区

の方が木片駒区よりも個重が重かったというのは、これま

での試験結果 と同様である。

図4に 、使用 した2品 種における浸水ごとの発生量と良

品率の変化を、成型駒と木片駒について比較した (KA区の

結果)。

森Y763においては、 1～ 4回 目までは成型駒の方が発生

量が多かつた。その後は木片駒の方がやや上回るか同程度

の発生であった。良品率は常に成型駒の方が上回った。

秋山A567においても、ほとんどの場合に成型駒の方が発

生量が多 く、木片駒がやや上回つたのは5回 目と6回 目だ

けであった。良品率もほとんどの場合、成型駒の方が高かつ

た。他の試験区においても同様な結果が得られたので、デー

タは省略する。

図 5に 、外気と被覆内の上部、下部の温度を示 した (被

覆除去前の4月 のデータ)。

外気温は夜間716°Cで あり、昼間は約25℃まで上昇した。

この時、被覆の中では、下部においては夜間の温度が17-24

℃程度で、昼間は30℃近 くまで上昇した。それに対して上

部では、夜間は下部と同程度であったが、昼間は直射日光

の影響で、50°C近 い温度となった。30°C以 上の温度が 8時

間以上続いたことがわかる。図示しないが、 3月 において

も、上部のほだ木では昼間の温度が45°Cま で上昇した。

00

ン
中十一

成型駒発生量

木片駒発生量

成型駒良品率

木片駒良品率

良
品
率

（％
）

発
生
量

（絶
／
８ｍ
）

良
品
率

（％
）

発
生
量

（絶
／
ョｍ
）

430

4 5 6  7 8 9      1 2  3 4 5 6

浸水回数                             浸 水回数

図4 各 品種成型駒使用における浸水ごとの発生量と良品率

(15°Cで被覆除去)

6時       9時       12時       15時

時刻

図5 外 気と被覆内上部、下部の温度 (4月 25日)

温
度

（℃
）

森Y763 秋山A567
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図 6に 晴天時のビユール被覆内外の湿度を示した (4月

のデータ)。

夜間外気の湿度が6580%の 範囲で変化したとき、被覆内

では上部、下部共に外気に伴って同様の範囲で変化 した。

その後、夜が明けるとともに外気の湿度は低下し、14時に

は23.3%と なった。それに対して、被覆の下部においては

湿度は高いままに保たれ、74-82%の範囲で推移した。被覆

の上部においては、湿度は外気の変化に伴って変化し、14

時には31.1%ま で低下した。

表 6に 、仮伏せ位置別の発生状況を示した。なお、デー

タは 1回の浸水当たりの値である。

秋山A567においては、中部のほだ木が個数、発生重量、

個重、良品率ともに最大であった。上部のほだ木は、全て

において最低であり、発生量は中部の約56%で あった。下

部のほだ木は、全てにおいて、両者の中間の値を示した。

森Y763においても、中部のほだ木が個数、発生重量、個

重、良品率ともに最大であった。上部のほだ木は、個数、

重量、個重ともに最低であり、発生量は中部の約55%で あっ

た。

以上の結果から、ビエール被覆は保温、保湿の効果があ

るが、上部のほだ木には高温障害が出ると考えられた。ビ

ニール被覆を早期に除去した区の方が発生が良かったのは

高温障害を避けられたためであると考えられる。仮伏せ位

置の上中下別に発生量を比較 した場合に、上部のほだ木は

表 6

1

Bull.Oita Mtlsh.Res.Inst.(6)2007

中部のそれと比較 して5556%の 発生量しかなかったのも、

上部のほだ木に高温障害が発生したためであろう。また、多

くの試験区で対照区よりも発生量が少なかったのもそのせ

いであると考えられた。上部に伏せ込んだほだ木の高温障

害を避けるには、ビニールとほだ木の間に間隙を設けるの

が一つの方法であろう。さらには、ハウスを使用 しての仮伏

せが実用的であると考えられるので、次項で検討する。ま

た、これまでは通常数接種でのほだ化を検討してきたが、多

植の効果についても検討を加える。

III.ハウスでのビニール仮伏せと多植の効果

試験 IIで述べたように、裸地でビニール被覆した場合に

はほだ木の高温障害を避けるのが困難であるが、ハウスを

利用すれば比較的容易であろうと考えられる。ハウスに

よつて春期は十分に温度がとることができる。さらには、発

生操作直前までハウス内に収容しておくことができれば、

労力が少なくてすむ。しかしその場合には、夏期の高温障害

が′ぶ配される。そこで、ほだ木への散水や送風等による管理

方法を検討するため、試験を行つた。

材料および方法

供試ほだ本は、H]3年 2月 中旬に市販の高温性品種 (セツ

コーH3)の 成型駒をクヌギ原木各々35本に接種し、15時間

匝

図 6

3時 6時    9時    12時    15時    13時    21時

時刻

外気と被覆内上部、下部の湿度 (4月 25日)

ほだ本仮伏せ部位別の発生個数、重量、個重並びに良品率 (値は 1回 の浸水当たりの平均値)

秋山A567                        2.森 Y763

位置 個数
重量

(唯/胡 )

重量

(g/本 )

個重

(g/個 )

良品率

(%)

上 45。8 11.2 29.3

中 15.8 45,5

下 60 0 32.2

位置 個数
重量

(kg/胡)

重量

(g/本 )

個重

(g/個 )

良品率

(°/。)

上 7.2 56。9 23.2

中 1,007 103.5 13.0 31,7

下 857 83.7 22.7

- 1 0 -
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散水後、センター内水分管理用ビエールハウス(以下ハウス

とする)と人工ほだ場で育成管理を行った。接種駒数は主に

通常数接種 (直径10cm、長さ lmの 原木に対して20個/本 )

としたが、2倍 数接種区 (40個/本 )も 1試験区設けた。な

お、市販の温湿度計をビエールハウス内に設置し、高温に

なった場合は適宜ハウスの天窓4ヵ 所 とハウス横のすそあ

げ、屋根への散水を行い、その上でさらに下記の様な処理を

行った。処理区は、表 7の ように設定した。

対 照  区 :成型駒を接種した。接種駒数は通常数とした。

接種後、人工ほだ場に収容した。散水は行わず、自然降雨

のみであつた。

二重被覆区 :成型駒を接種 した。接種駒数は通常数とした。

接種後ハウスに収容 し、ほだ木コー トとビニールによる

二重被覆により仮伏せを行つた。 7月 より人工ほだ場に

収容 した。

散 水  区 :成型駒を接種した。接種駒数は通常数とした。

接種後ハウスに収容した。ハウス内では毎週 2回 、2時 間

の散水を行った。7月 以降も継続してハウス内に置き、毎

週 2回 、2時 間の散水を行った。9月 に人工ほだ場に移 し

た。

散水送風区 1:成 型駒を接種 した。接種駒数は通常数とし

た。接種後ハウスに収容 した。ハウス内では毎週 2回 、2

時間の散水を行った。 7月 以降も継続してハウス内に置

き、毎週 2回 、2時 間の散水を行った。散水は午前中に行

い、散水後扇風機により6時 間送風した。ほだ木は9月 に

人工ほだ場に移した。

与:送風は、扇風機 「強」による
ⅢⅢ:送風は、スポットエアコンによる

散水送風区2:成 型駒を接種した。接種駒数は通常数 とし

た。接種後ハウスに収容 した。ハウス内では毎週 2回 、

2時 間の散水を行った。 7月 以降も継続してハウス内に

置き、毎週 2回 、 2時 間の散水を行った。散水は午前中

に行い、散水後スポットエアコン 「送風」により6時 間

送風した。ほだ木は9月 に人工ほだ場に移した。

散水送風 ・多植区 :成型駒を接種した。接種駒数は通常数

の 2倍 とした。接種後ハウスに収容した。ハウス内では

毎週 2回 、 2時 間の散水を行った。 7月 以降も継続 して

ハウス内に置き、毎週 2回 、 2時 間の散水を行った。散

水は午前中に行い、スポットエアコン 「送風」により6

時間送風した。ほだ木は9月 に人工ほだ場に移 した。

木片駒区 :木片駒を接種した。接種駒数は通常数とした。

接種後ハウスに収容した。ハウス内では毎週 2回 、 2時

間の散水を行つた。7月 以降も継続してハウス内に置き、

毎週 2回 、 2時 間の散水を行つた。 9月 に人工ほだ場に

移 した。

H13年 10月初旬に剥皮調査を行い、各処理区 3本 のほだ

木の材表面蔓延率を肉眼判定し、各区ほだ木の両木口より

約10cIIlの部分から2枚 の円盤を採取 し、菌糸蔓延部分をト

レースして断面蔓延率を求めた。また、断面蔓延率を求め

た円盤の接種孔周辺部分の辺材部から 1.5皿角のサンプル

を取 り出し、絶乾法により比重を求めた。

いずれの試験区においても、H14年 6～ 9月 に3回 、H

15年6～ 9月 に3回 、H16年 6～ 9月 に2回 、合計 8回 の

浸水発生操作を行つた。

表 7 各 処理区の名称と内容

処理区名 春期ハウス収容 ビニール仮伏せ 夏期ハウス収容 ハウス内での散水 ハウス内での送風

対   照   区

二 重 被 覆 区

散   水   区

散 水送 風 区 1・

散水送 風 区 2・
・

散水送風 ・多植区

木  片  駒  区

×

○

○

○

○

○

○

X

○

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×
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結果および考察

表 8に 、10月に調査した蔓延率と比重の結果を示した。

表面蔓延率についてみると、散水送風 ・多植区が最も蔓

延率が高 く、80.0%で あった。次いで散水送風区が68.30/0

で、これらの区は対照区よりも蔓延率が高かつた。二重被

覆区は、木片駒区と共に、かなり蔓延率が低い傾向が見ら

れたとなお、二重被覆区においては、 6～ 7月 にクヌギの

萌芽が観察された。

断面蔓延率も同様な傾向であったが、ここでは散水送風

区 1の方が散水送風区2よ りも蔓延率が高かつた。

比重は違った傾向を示した。散水区が一番比重が低 く、

ほだ化が進んでいる可能性が考えられた。 2番 目は二重被

覆区、次いで対照区という順であった。

表 9に 、各処理区における最終的な発生量、個重、並び

に良品率を示した。

発生量においては、対照区が最も高い値を示し、153.5kg

/胡 であったが、これはかなり多い発生量である (Hll年

試験では、使用した5品種の中で当品種が最高の発生量を

示したが、その値は123,lkg/面であつた)。個重も最も重

かった。次に発生が多かったのは、散水送風 ・多植区であ

り、個重が重く、良品率も対照区よりも高かった。次いで

Bull.Oita Mush.Res.Inst.(6)2007

木片駒区、散水区の順であった。二重被覆区は発生量が極

端に少なかったが、これはクヌギの組織が生きていたため

であると思われた。詳しくは後述する。

ハウスにほだ木を収容した各試験区はどれも対照区より

も発生が悪かったが、その原因としては夏場の高温が考え

られる。図 7に ハウス内外の気温を示した。

ハウス内は20時～朝 6時 までの間は外気温 とほぼ同じで

あったが、 6時 をすぎると温度が上昇し、15時～16時には

40°C程 度の高温 となった。図示したのは特に温度の高かっ

た日の例ではあるが、夏期 7～ 8月 には昼間35℃以上を記

録することが多かった (7月 に23日間、 8月 は12日間)。

表10に、ほだ木をハウスに収容した 2～ 9月 の間のハウ

スと外気の温湿度の変化を示した。

温度については、 2～ 8月 まで全てハウス内の方が外気

よりも平均気温で0.4～1.9℃高かつた。6～ 8月 は、散水、

送風をおこなったにもかかわらず、ハウス内は最高気温が

37.0～40.8°Cに まで上昇し、外気の33.9～37.0℃とは対照

的であった。

湿度については、 2月 から6月 まではハウス内の方が高

く、特に2～ 3月 にはハウス外よりも5%程 度高かつたが、

7月 からは逆転 し、ハウス内の方が湿度が低 くなった。特

に8月 には12.6%も 低かった。

表 9 各 試験区における発生量、個重、並びに良品率

手 外気温
―○― ブ、ゥス内温度

温
度

（℃
）

4時      8時      12時      16時      20時

時刻

図 7 八 ウス内外の温度 (2001年7月 22日 :晴れ)

表8 各 試験区における蔓延率と比重

試験区 表面蔓延率 断面蔓延率 比重

対   照   区

二 重 被 覆 区

散   水   区

散 水 送 風 区 1

散 水 送 風 区 2

散水送風 ・多植区

木  片  駒  区

63.3

40.0

58.3

58.3

68.3

80.0

37.5

37.9

25.0

34,4

55,1

46.0

55,1

34,7

0.56

0.54

0.52

0.59

0.63

0.60

0.58

試験区
発生量

(焔/面

同1本当

(g/本 |

個重

(g/個 )

良品率

(% )

対  照   区

二 重 被 覆 区

散  水   区

散水 送風 区 1

散水送風 区 2

散水送風・多植区

木 片  駒  区

153.5

65.8

1 1 3 . 8

99.6

107.7

1 4 1 . 9

1 1 8 . 0

1 , 2 1 2

520

899

787

851

1 , 1 2 1

932

20.1

18.8

19.3

17.7

18.4

20.0

1 4 . 0

40.6

54.5

44.2

4 1 . 3

49,4

48.3

22,9

-12-



月

ハウス 外  気
差

平均 最高 最低 平均 最高 最低

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

9 . 4

1 0 . 9

1 4 . 8

1 9 . 5

23.6

28.1

26.7

22.5

26.5

27.9

30.8

32.9

37.0

40,8

38.2

36.1

-2,8

-2.3

-0,9

8 . 8

1 4 , 4

20.2

1 7 . 8

1 1 . 1

7 . 5

10.5

1 3 . 6

1 8 , 7

22,7

26.6

25,6

22.5

20.8

23.3

26.6

30.4

33.9

37.0

35.6

36.9

-4.6

-4.2

- 1 . 9

7 . 8

1 4 . 4

1 9 . 6

17.1

11.3

1 . 9

0 . 4

1 . 2

0 . 8

0 . 9

1 . 5

1 , 1

0 . 0
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表10 Aウ スと外気の温湿度の比較

1.温 度

このように、ハウスの保温 ・保湿効果により、 2～ 6月

まではハウス内の方がシイタケの菌糸伸長に条件が良いと

思われるが、 7月 以降はハウス内は温度が高 く、湿度が低

いためにシイタケに悪影響が出た可能性がある。ハウス管

理が常に人工ほだ場に劣るのかどうか、その年の気象条件

による影響も考えられるので、ハウス管理の有効性につい

てはさらに検討を加えたい。

図 8に 威型駒 と木片駒の浸水ごとの発生パターンを比較

した (散水区と木片駒区の比較)。

2 湿度

最初の浸水で成型駒も木片駒も約30kg/ぶ 発生し、 2回

目、 3回 目と発生量が減少した。 4～ 8回 目は多少の増減

はあるものの、全体に発生量が減少する傾向が見られた点

は同じであった。ただ、良品率にはかなりの差があった。

1～ 3回 目の浸水で成型駒が42.4～62.5%で あったのと比

べ、木片駒は14.6～44.6%と 低かった。4～ 6回 目の浸水

でも成型駒の26.4～40.1%に 対 し、木片駒は14.0～19,4%

であつた。表 8に 示したように、両者の個重 と良品率に大

きな差があったのはそれぞれの浸水発生において常に成型

駒の方がより大型のきのこが発生したためであろう。

図9に ハウス内で二重被覆した場合と被覆なしの場合の

発生パターンを示した (二重被覆区と散水区の比較)。

二重被覆区は、散水区と比較して、最初の 3回 の浸水に

おいて特に発生が悪かった。この差が最終的な発生量の差

(43%減 )の 原因になっている。 4回 目以降は散水区と同

程度の発生であった。良品率は散水区と差がなかった。二

重被覆区においては、仮伏せ後の 5～ 7月 にクヌギの萌芳

が見られた。他の試験区に萌芽が見られなかったことから、

二重被覆したことによってクヌギ材の腐朽が遅れ、生長点

i00 0

00 0

60 0

60 0

50 0

発
生 4 0 0

量
^ 3 0 0
k g

洛200
1 0 0

0 0

鞭 成型駒区発生量

口 木片駒区発生量

十 成型駒区良品率
一〇… 木片駒区良品率

良
品
率

（％
）

４０
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1    2    3         4    5    5         7    3

浸水回数

図 8 成 型駒と木片駒における浸水ごとの発生パターンの比較
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80 0
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発
生
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良
品
率
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）
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品
率
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）

4    5    6         7    8
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図9 ハ ウス内で二重被覆で仮伏せした場合と校覆しない場合の発生量と良品率

月

ハウス 外 気
差

平均 最高 最低 平均 最高 最低

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

82.8

72.6

68.6

72.8

74.1

71,2

70.3

72,9

100

100

99.4

100.0

97.9

95,9

96.2

97.9

32.4

2 1 . 1

1 8 . 0

1 6 . 3

1 9 . 3

27.1

25,3

22.2

77.3

67.9

68.6

70.2

73.9

73.3

82.9

74.9

100.0

100.0

100,0

100.0

100.0

99.9

100.0

97,8

28.8

21.5

2 1 . 3

1 9、9

20.1

24.5

44.1

21.3

5 . 5

4 . 7

0 . 0

2 . 6

0 . 2

-2.l

- 1 2 . 6

-2,0

( 1 1 3 . 8 k g )

- 1 3 -

0 0



が生き残ったのであろう。その原因としては、被覆内が高

湿度である点があげられる。当研究所のハウス内は外気と

湿度が変わらないが、二重被覆の中はハウス内よりも月平

均で13,9%湿 度が高かった。温度については、ハウス内は

外気よりも平均1.9°C高 く、さらに被覆内は1.5°C高かつた。

多植 した場合とそうでない場合の発生パターンを図10に

示 した (散水送風 。多植区と、送風方法が共通の、散水送

風区 2の 比較)。

多植 した場合、特に最初の2回 の浸水において発生量が

多 く(56.lkg/ボ と37.7kg/ボ)、また、良品率も高かつた。

その後は多植 しない場合と発生量が同じかやや少なかった

ので、総発生量の差 (34.2kg/胡)は この 2回 の発生量の

差から来ている。

その他の試験区の発生パターンについては、村上 ・石井

(2003)に記載している。

IV。木片駒早期発生試験

目 的

木片駒を使用した場合、早期ほだ化が困難であると言わ

れている。しかし、冬期に加温すればほだ化を早め、早期

の使用が可能ではないかと考えられる。そこで、木片駒を

通常の接種数で育成 したほだ木を使用し、冬期の加温によ

る早期発生試験を行った。

材料および方法

供試ほだ木は、H13年 2月 中旬に市販の高温性品種 2品

種 (セッコーH3、 森 Y763)の 木片駒をクヌギ原木各々30

本に接種し、15時間散水後,セ ンター内水分管理ハウスで

育成管理を行つた。接種駒数は通常数とし、春から夏にか

けて週 2回 2時 Nの 散水を行った。以上の処理区を各品種

Buli.Oita Mtlsh.Res.Inst。(6)2007

以上の結果をまとめると、ハウス内で仮伏せした後その

まま秋までハウス内で管理する試験を行つたが、散水、送

風、天窓とハウス横のすそあげ、さらには屋根への散水等

の対策を行つたにもかかわらず、夏場に高温になるために

発生量が減少したと考えられた。大槻 ら (1994)も、パイ

プハウスを使った早期ほだ化試験の中で夏期の高温対策が

重要であると述べている。また、ハウス内でさらにビニー

ル被覆を行う試験においては、高湿度のためにほだ木に萌

芽が見られ、結果的に発生が悪かった。多植の効果につい

ては、特に初期の浸水発生において発生量 と良品率を増加

させる効果があると考えられた。ただ、今回は2倍 接種で、

また年内浸水発生を実施 しなかったが、接種数をさらに増

やしたらどうなるか、また、年内浸水を行った場合はどう

かということについては次年度に試験を開始 した。

20 0

3試 験区 (lヶ 月加温、2ヶ 月力回温、3ヶ 月加温)、合計 6

試験区作った。対照区として加温浸水を実施 しない試験区

を各品種 1試験区設けた。

H13年 10月初旬に剥皮調査を行い、菌糸の蔓延状況 と比

重を調べた。方法は試験 Illと同様である。剥皮はセッコー

H3、 森Y763各12本行った。

H14年 1月 中旬より各品種について順次26℃での保温管

理を開始して、 lヶ 月間、 2ヶ 月間、 3ヶ 月間行い、 4月

中旬に一斉に発生操作を行つた。

結果および考察

剥皮調査の結果を平均値で示すと、セッコーH3は 、表

面蔓延率が37.5%、断面蔓延率が34,7%、比重が0.58であっ

た。森 Y763は 、表面蔓延率が平均 39.5%、 断面蔓延率が

42.2%、 比重が0.60であった。
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図10 多植した場合とそうでない場合の浸水をとの発生量と良品率

(セッヨーH3:接 種数40個/本 と20個/本 の比較)

2倍 植 (141 9kg)

漫水回数

1倍 植 (107 7kg)

浸水回数
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表11 加 温浸水による早期発生試験の結果

表11に、処理区別の発生量を示した。なお、この発生量

は 1回の浸水によるものである。

セッコーH3は 、加温期間が増加しても、発生量は余 り

変化 しなかった。すなわち lヶ月間の加温で約1lkg/面の

発生があったが、 2ヶ 月の加温で約9 kg/胡、3ヶ 月の加

温で約1lkg/直であつた。発生個数も同様な変化を示した。

良品率は、 lヶ 月の加温において一番高く、58.20/0、次い

で2ヶ 月加温、3ヶ 月加温の順であった。発生量と良品率

を加味して、lヶ月の加温が最も良いという結果になった。

この品種は、早期発生のための冬期の加温が短くてすむと

いうのは利点であると考えられる。なおこの品種において、

3年 間での総発生量を加温浸水を実施しなかった対照区と

比較すると、0,4kg/胡 (1ケ 月加温の試験区)～ 30.4kg/

胡 (2ヶ 月加温の試験区)発 生量が少なかった。

これに対して、森Y763は異なる傾向を示した。3ヶ 月加

温が最も発生量が多く約 3 kg/ぶ、次いで lヶ月加温、2ヶ

月加温の順となった。良品率も3ヶ月加温で最も高く、600/0

を示し、次いで2ヶ 月加温、 lヶ 月加温の順であつた。森

Y763は、木片駒で早期発生を図る場合、比較的長期の加温

が必要であると考えられる。なおこの品種において、3年

間での総発生量を加温浸水を実施しなかった対照区と比較

すると、7.5kg/面 (lヶ 月加温)～ 28,3kg/胡 (2ヶ 月加

温)発 生量が少なかった。

以上をまとめると、本片駒を使用した場合でも、品種に

よつては冬場に保温管理を行うことによって2年 目の春か

ら使用できると考えられた。しかし、加温浸水によってほ

だ木がグメージを受けるものと思われ、対照区と比較して

加温浸水区の方が総発生量が少なかった。発生が少なく単

価が高い時期に収穫する方を選ぶか、総発生量を多くする

か、各生産者の状況によって選択することが必要であろう。

今回 1回だけの試験ではあるが、セッコーH3に おいては

lヶ月の加温でかなりの発生があり、また、対照区と比較

して総発生量の減少もほとんどなかった (0,4 kg/ボの減

少)と いうのは注目に値する。

V.通 常時期接種における多植試験

原木生シイタケ栽培においては近年、成型駒等の多植に

よる年内発生が資金の早期回収に向く栽培方法として注目

を集めている。県内でも徐々に多植を行う生産者が増加 し

ているが、うまくいかずに成型駒の使用や多植をやめてし

まった生産者もある。クヌギ原木を用いての通常時期接種

による栽培で、接種駒数が子実体発生量や形質に与える影

響はどうなのか、また、品種によって多植に対する向き不

向きがあるのか、さらに2年 目、 3年 目と使つていく時に

浸水毎の発生パターンがどうなるのかを調べるために試験

を行った。

材料および方法

供試ほだ木は、H14年 2月 中旬に市販の高温性品種 (セッ

コーH3、 菌興695)の 成型種菌を接種し、センター内の水

分管理ハウスで育成した。接種駒数は、ほだ木 1本 当た り

20個 (通常数接種区 :1倍 区)、40個 (2倍 区)、60個 (3

倍区)と し、使用ほだ木は各35本 とした。予備的に80個 (4

倍区)も 設けたが、この区においては、使用ほだ木が15本

であった。なお、 2倍 区のセッコーH3に おいては、比較

のため、木片駒区も設定した。

仮伏せの方法は、ほだ木をコンクリートブロックにより

地面から浮かして高さ50cm程度に棒積みし、白色のシェー

ドの上から透明のビニールで被覆し、約40日後のH14年 3

月下旬に被覆をはずした。なお、仮伏せ開始時には全供試

ほだ木に15時間の散水を行った。夏場もハウス内管理を続

行 した。なお、市販の温湿度計をビニールハウス内に設置

し、高温になった場合は適宜ハウスの天窓 4ヵ 所 とハウス

横のすそあげを行い、その上でさらに試験回の散水送風区

と同様に散水送風を行った。

H14年 7月 と10月に剥皮調査を行うとともに、10月 と11

月に浸水発生を行った。そして、2年 目は6～ 9月 に4回 、

3年 目は6～ 9月 に3回 、合計 9回 の浸水発生操作を行っ

た。

lヶ 月加温 2ヶ 月加温 3ヶ 月カロ温

セッコーH31  森 Y763 セッコーH31  森 Y763 セ ッコーH31  森 Y763

発 生 量 (g/ぷ )

発生個数 (個/拭 )

良  品   率 (%)

10,776 1        1,400

521 1           99

58.2 1         38。1

9,067

441

54.9

1,202

63

46.2

10,969

558

50.9

3,400

123

60.0
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結果および考察

図11に処理区別の菌糸蔓延率 (10月)を 示した。

セッコーH3に おいては、接極駒数の増加に伴つて表面

蔓延率が高くなる傾向が見られた。断面蔓延率についても

同様であつた。比重については示さなかつたが、接種個数

の増加に伴って0.48～0.55へと少しずつ増加する傾向が見

られた。これは蔓延率の結果とは逆である (接種駒数が多

い方が材の腐朽が遅いことを意味)が 、その理由は不明で

ある。

菌興695においては、40個/本 で最も蔓延率が高く、60個

/本 では低 くなる傾向が見られた。断面蔓延率についても

同様であった。比重については示さなかったが、40個/本

で最も比重が低く、20個/本 と60個/本 はほぼ同じであっ

た。これは蔓延率の結果と似ている (40個/本 で材の腐朽

が最も早いことを意味)。

図12に処理区別の発生量を示した。

セッコーH3に おいては、接種数の増加に伴つて発生量

も増加し、接種数20で119,Okg/胡 (940g/本 :7,392個/

胡)、接種数60において159.8kg/ぶ (1262g/本 :10,016

■■■ セッコー日3
1  1菌 興695

20           40           60           80

接種数 (個/本 )

図12 セ ッヨーH3と 菌興695における接種数と発生量

(通常時期接種)

Bull.Oita llush.Res.Inst.(6)2007

個/ぶ )、接種数80においては217.9kg/胡 (1721g/本 :

12,078個/面 )と 、多植するほど発生量が増加した。

菌興695においては、接種数20で136.lkg/直 (1075自/

本:8,212個/ボ )の 発生があったが、接種数が増加しても

発生量はそれほど増加せず、接種数40、60、80において、

それぞれ、168.8kg/胡 (1333g/本 :8,672個/胡 )、166.4

kg/胡 (1314g/本 :8,959個/減 )、168.4kg/ぶ (1330g

/本 :10,091個/減 )の 発生であった。この品種は多植し

ても発生量がそれほど増加しない反面、20個/本 、40個/

本でもかなりの発生が見られたので、接種数を少なくして

使用する方が経済的であると考えられる。

図13にセッコーH3に おける浸水ごとの発生量と良品率

の変化を示した。

セッコーH3に ついては、接種数20では1～ 3回 目の浸

水までは発生量が10kg/d以 下と少なく、4～ 6回 目に16

～26kg/減 と増加した。接種数40では3回 目を除いて発生

量が14～19kg/胡 と多かつた。接種数60では全ての浸水に

おいて接種数40を上回つた。接種数80ではさらに発生量が

増加し、 1～ 4回 目まで30kg/ボ を上回つた。 5, 6回 目

は発生量がやや低下したが、それでも約20絶/航 であつた。

良品率については、どの接種数においてもパターンは似

ていた。即ち、 1回 目の浸水では60%前 後であり、浸水を

繰り返すごとに低下していった。

図14に、菌興695における浸水ごとの発生量と良品率の変

化を示した。

菌興695については、接種数20では6回 目までの浸水にお

いて発生量が13kg/ぶ以上であつたが、特に4回 目には30

kg/ぶ と多かった。接種数40では4回 目までの発生量が接

種数20を上回り18～38kg/胡であつた。接種数60では2～

4回 目の浸水においては接種数40を上回ったが、 1, 5,

6回 目には下回つた。接種数80では 1, 2回 目は接種数60

よりも多かつたが、 3,4回 目の発生量がかなり少なく、

40                60                                     20                40

接種駒数/本                             接 種駒数/本

図11 接種数ことの材表面蔓延率と断面蔓延率 (通常時期接種)
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図13 セ ッコーH3通 常時期接種における浸水ごとの発生量と良品率
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図14  菌 興695通常時期接種における浸水ごとの発生量と良品率
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18～24kg/ボ であつた。

良品率については、やはりどの接種数においてもパクー

ンは同様であり、 1回 目の浸水では60%前 後であり、浸水

を繰り返すごとに低下していつた。

図15に、成型駒と木片駒の比較を示した。なお、品種は

セッコーH3で 、接種数はどちらも40個/本 である。

100
成型駒      木 片駒

図15 成型駒と木片駒の比較

図からわかるように、成型駒の方が発生量が約 1割多く、

また個重も約 5%重 かった。図示しないが、菌興695におい

ても同様な傾向が見られた。

以上をまとめると、当試験で判断する限りにおいては、

セッコーH3は 多植するほど発生量が増加したので、多植

に向く品極であると考えられた。一方、菌興695は多植して

も発生量がそれほど増加しない反面、20個/本 、40個/本

・
売上は、L,M級 品のみを販売したと仮定して、800円/kgで計算。
キ・
接種労働は1,000円/時 間で計算。

Bull.Oita Mush.Res.Inst.(6)2007

でもかなりの発生が見られたので、接種数を少なくして使

用する方が経済的であると考えられる。田原ら (2002)も

同じ品種を用いて成型駒多植試験を実施 しているが、収量

が増加する限界の植菌数があることを示唆しており、当研

究の結果 と一致 している。即ち、当研究の植菌数40が、そ

の限界値に該当するであろう。

また、成型駒と木片駒を比較した場合、試験 I,II,田

に続いて今回も成型駒の方が個重が重いという結果が得 ら

れた点は注目に値する。

表12に、接種個数を変えた場合の売 り上げとコストの試

算結果を示した (セッコーH3の 結果)。なお、データはす

べて1,000本あたりに換算した。また、売 り上げはL,M級

品のみで計算し、多植のコス トは工程試験で時間を測定し

て、1,000本あたりの時間に換算した。なお、接種労働は

1,000円/時 間として計算 している。

接種個数が増加するに伴つて発生量も増加したので、売

り上げも多い結果となった。多植においては、種菌代や接

種コストが増加するが、それを補って余りある売り上げが

あることがわかる。また、木片駒を使用した場合には、発

生量が少ないため売り上げも少ない結果となつた。曽根ら

(2001)も、木片駒については試験していないが、原木と

してヨナラを使用しての成型駒多植試験において、多植で

売り上げが増加するという試算結果を報告している。

表12 成 型駒多植並びに木片駒の使用による売り上げとコストの試算

成型駒 木片駒

数種接

平 均  発  生  量 (kg/ぶ)

L,M級 品の重量 (kg/胡)

同ほだ木 1本 あたり (kg/本)

同   売    上 (千円)'

116.9        133.6        165.4        217.9

77.3         90.9        115.6        161.8

0 . 6        0 . 7       0 . 9        1 . 3

488.5        574.4        730.5      1,022.4

97.4         92.1

58.9         47.6

0 . 5       0 . 4

372.2        300.8

ほだ本 1000本 当り種菌代 (千円)

同  接  種  時  間 (時間)

同 接 種 コ  ス  ト (千円)''

パ ッ キ ン グ コ ス ト (千円)

55.7        111.3        167.0        222.6

15.5         22.0         29.2         36.4

15.5         22.0         29.2         36.4

4 . 0       4 , 7       6 . 0       8 . 4

50、4        151.2

15.5        22.0

15.5         22,0

3 . 1      2 . 5
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Ⅵ.早 期接種における多植試験

県内では現在早期接種 (生木接種)は あまり行われてい

ないが、県外の生産者においては生木接種で良い成績を上

げている場合がある。そこで、一部の生産者では生木接種

に取 り組もうという動きが見られる。クヌギ原木を用いた

早期接種において、接種駒数が子実体発生量や形質に与え

る影響はどうなのか、また、品種によって早期接種に対す

る向き不向きがあるのか、さらに2年 目、 3年 目と使って

いく時に浸水毎の発生パターンがどうなるのかを調べるた

めに試験を行った。

材料および方法

材料と方法については試験 6と ほぼ同一としたが、接種

時期を変えてH13年 12月中旬 とした。原木は伐採後即玉切

りして11月下旬に般入したものを使用した。本試験は生木

接種のため、仮伏せ開始時の散水は行わなかった。また、

冬場の加温のために接種直後に白色のシェードの上から透

明のビニールで二重被覆し、約90日後のH14年 3月 下旬に

被覆をはずした。

結果および考察

図16に処理区別の蔓延率 (10月)を 示した。

20                40                60

接種駒数/本

図‖6 接 種数ごとの材表面蔓延率と断面蔓延率

(早期接種)

セッコーH3に おいては、接種駒数の増加に伴つて表面

蔓延率が高 くなる傾向が見られた。断面蔓延率についても

同様であった。比重については示さなかったが、接種数20

と40では0.52であったが、接種数60では0.50へと低下して

いた (腐朽がやや進んでいた)。

菌興695においては、40個/本 で最も蔓延率が高 く、60個

/本 では低 くなる傾向が見られた。断面蔓延率についても

同様であった。比重については示さなかったが、40個/本

で最も比重が低く、0.47であり、20個/本 と60個/本 はほ

ぼ同じ (0.52並びに0.53)であった。これは蔓延率の結果

と似ている (40個/本 で最も材の腐朽が進んでいた)。

セッコーH3と 菌興 695における接種数と発生量の関係

を図17に示した。

250 0 】
］

セッコーH3

菌興695

20                40                60
接種数 (個/本 )

図17 セ ッコー H3と 菌興695における接種数 と発生量

(早期接種)

セッコーH3に ついては、接種数の増加に伴って発生量

も増加し、接種数20で102.7kg/ぶ (81l g/本:6,376個/

ぶ)、接種数40で131.6kg/面(1,039g/本 :7,612個/ぶ )、

接種数60においては167.8kg/胡 (1,325g/本 :9,576個/

ボ)で あつた。接種数20以外は通常時期の接種よりも発生

量が多かった。この品種は早期接種に向いている可能性が

ある。接種数60における167.8kg/面は十分な発生量であ

ると考えられた。

菌興695については、接種数20で77.2kg/11ti(610g/本:

5,285個/面 )と発生が悪く、接種数40で119.4kg/胡 (943

g/本 :8,785個/拭 )、接種数60において、83.7kg/ぶ (661

g/本 :6,133個/ぶ )で あった。この品種においては、い

ずれの接種数でも通常時期の接種よりも発生量が劣り、早

期接種に向かない品種の可能性があるが、接種数60で発生

量が低下した原因は不明である。

図18に、セッコーH3に おける浸水ごとの発生量の変化

を示した。

セッコーH3に ついては、接種数20では1, 4回 目の浸

水で20kg/直を越えたが、2, 3, 5回 目は発生量が10kg

/ぷ 以下と少なかった。接種数40でも同様の傾向が見られ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

。
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図18 セ ッコー H3に おける浸水ごとの発生量の変化

(早期接種)

たが、 1回 目の浸水での発生量が55.2kg/面 と大変多かつ

た。2,3,5,6回 目の発生量は7.8～14,4kg/面であつ

た。接種数60でも傾向は同様であつたが、 1～ 4回 目まで

の浸水において接種数40を上回り、特に1回目には80。9絶

/胡 と非常に多かつた。5, 6回 目には発生量が少なく4

kg/面 前後であった。

良品率については、どの接種数においてもパターンは同

様であり、 1回 目の浸水では60%前 後であり、浸水を繰り

返すごとに低下していった。

この品種を早期接種 ・多植した場合には、4回程度の浸

水で採取を終えることによって、回転を早めることができ

ると思われる。

図19に、菌興695における浸水ごとの発生量の変化を示し

た。

菌興695については、接種数20では 1,2,3,5回 目の

浸水において発生量が10kg/面以下と少なく、一番多かっ

た4回 目でも14.Okg/ぶであつた。接種数40では 1～ 6回

目の浸水において発生量が 15.Okg/面以上であった。接種

数60では全ての浸水において接種数40を下回り、最高時の

4回 目でも15.lkg/ぶであった。

良品率については、やはりどの接種数においてもパター

ンは同様であり、 1回 目の浸水では600/0前後であり、浸水

を繰り返すごとに低下していった。

以上をまとめると、当試験で判断する限りにおいては、

セッコーH3は 早期接種においても多植するほど発生量が

増加したので、多植に向く品種であると考えられた。また、

早期接種において発生量が多く、早期接種にも向いている

と考えられた。一方、菌興695は通常時期接種と比較して全

体にかなり発生量が低下しており、この品種は早期接種に

向かないのではないかと考えられた。

今回の試験においては、試験V、 Ⅵ共高温障害と思われ

る発生量の減少は確認されなかった。しかし、一部の高冷

地を除き当県のように夏場に高温になる地域においては、

Bull,Oita Mush.Res lnst。 (6)2007

範 0

1 2  3 4 5 6  7 8 9

漫水回数

図19 菌 興695における浸水ごとの発生量の変化

(早期接種)

散水 ,送 風等の労力を省 くために、夏場はほだ木を人工ほ

だ場等に異動 させ る方が良いもの と思われる。そこで、試

験llll以降は 6月 下旬からほだ木を人工ほだ場に収容するこ

ととした。

Ⅶ.成 型 ・木片混植試験

これまでの研究において、成型駒の場合は年内発生が可

能であり、また、多植によって特に年内の発生量が増加す

ることがわかった。一方木片駒を使用した場合は成型駒よ

りもほだ化が遅れ、年内の発生が非常に悪いという結果が

出た。では、木片駒に成型駒を混ぜて接種すればほだ化が

早まるのだろうか。さらに生産現場では、成型駒に一部木

片駒を混ぜて接種することによって大型のきのこを発生さ

せている例があるとのことである。これらのことを検証す

るために試験を行つた。

材料および方法

供試ほだ木は、H14年 12月中旬に市販の高温性品種 (セッ

コーH3、 菌興697)の 成型駒 と木片駒を接種し、センター

内の水分管理ハウスで育成 した。接種駒数は、ほだ木 1本

当たり60個とした。試験区は成型駒60個、成型駒55個十木

片駒 5個 、成型駒 5個 十木片駒55個、木片駒60個の4通 り

とした。なお、木片駒のみを接種した試験区においては、

比較のため、ほだ木 1本当たり20個の試験区も設定 した。

仮伏せの方法は、 1試 験区当たり35本のほだ木を、コン

クリー トブロックにより地面から浮かして高さ50cBl程度に

棒積みし、自色のシェードの上から透明のビエールで被覆

し、約90日後のH14年 3月 下旬に被覆をはずした。その後

はハウス内で週 2回 2時 間の散水管理を実施した。夏場も

ハウス内管理を続行し、試験田と同様に散水送風を行った。

H15年 10月に剥皮調査を行うとともに、10月と11月に浸

水発生を行った。さらにH16年 6～ 8月 に3回 、H17年 6
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～10月に4回 、合計 9回 の浸水発生を行つた。

結果および考察

セッコーH3と 菌興 697に おける試験区ごとの蔓延率の

結果を表13に示 した。

表13 セ ッコーH3と 菌興697における蔓延率

セッコーH3に おいては、成型60個の試験区において最

も蔓延率が高 く、表面蔓延率も断面蔓延率も80%以 上に

なった。次いで成型55個、成型 5個 の順となり、木片20個

と木片60個は蔓延率がほかった。一方菌興697においては少

し違った傾向を示した。表面蔓延率は成型 5個 が最も高 く、

次いで成型55個であり、木片60個と成型60個は蔓延率が低

かつた。木片20個は明らかに蔓延率が低かつた。断面蔓延

率には、最低の木片20個以外ではそれほど大きな違いはな

かったが、成型60個が最も高 く、次いで成型55個であり、

成型 5個 と木片60個はやや低かった。

セッコーH3と 菌興 697に おける試験区ごとの発生試験

の結果を表14に示 した。

表14 セ ッコーH3と 菌興697における発生量

セッコーH3の 発生量について見ると、成型 5個 の区を

除いて成型駒の比率が高まるに従つて発生量が増加 した。

また、成型駒の比率が高まるに従って個重も重 くなった。

成型60個と木片60個を比較すると、成型60個は木片60個よ

りも個数で250/0、重量で450/0増加 した上に、個重において

も26%重 くなっていた。成型駒を使用 した方が発生量が多

くて個重も重いというのは、これまでに述べた試験試験

I,II,回 ,rVの 結果と
一致している。木片20個 と木片60

個を比較すると、木片 60個 の方が木片 20個 よりも個数で

38%、 重量で32%増 加 したが、個重は9%軽 くなっていた。

接種するための種駒代が 3倍 増加するので、この品種にお

いては木片駒を使用する際には多植は余 り利点がないかも

しれない。

菌興697においては、発生量は成型駒の比率 と共に増加し

た。また、個重も成型60個でやや低下した以外は成型駒の

比率と共に増加する傾向が見られた。成型60個 と木片60個

を比較すると、成型60個は木片60個よりも個数で21%、 重

量で39%増 加 した上に、個重においても22%重 くなってお

り、セッコーH3と 同様の傾向が見られた。木片20個 と木

片60個を比較すると、木片60個の方が木片20個よりも個数

で38%、 重量で46%増 加 し、個重においても12%重 くなっ

ていた。この品種においては、木片駒の多植も有利であろ

うと考えられた。

セ ッコーH3 菌興697

表面蔓延率 断面蔓延率 表面蔓延率 断面蔓延率

木片 20個

木片 60個

成 型 5個

成型 55個

成型 60個

2 1 . 4

11.8

25.0

56.0

84.0

30.7

26.3

47.5

59,1

86.4

25.0

47.0

65.0

62,0

46.0

1 8 , 4

58.9

50.8

63.6

7 1 . 1

セ ッコーH3 菌興697

個数

(個/面 )

発生量

(kg/拭)

個重

(g/個 )

良品率

(%)

個数

(個/ぶ )

発生量

(kg/胡)

個重

(3/個 )

良品率

(%)

木 片 2 0  個

木 片 6 0  個

成 型 5個
・

成 型 55 個
キⅢ

成 型 60 個

5,174

8,299

5,803

7,366

11,047

63.1

92.1

77.0

109.2

167.2

2 . 2

1 . 1

3 . 3

4 . 8

5 . 1

29.8

37.4

38.7

32.8

39.3

4,467

7,2「o0

7 , 7 1 2

7,463

9,232

46.1

85.1

90.7

121.6

138.9

1 0 , 3

11.7

11.8

1 6 . 3

1 5 . 0

28.3

43.1

40.4

50.7

52.9

・
成型駒 5個 と木片駒55個を接種

ⅢⅢ
成型駒55個と木片駒 5個 を接種
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図20にセッコーH3の 木片60個と成型60個における浸水

ごとの発生量と良品率を示した。

1～ 2回 までの浸水において、木片60個はほとんど発生

しなかったのに比べ、成型60個は発生量が多 く、特に 1回

目の浸水では60kg/面以上発生した。さらに3～ 4回 目も

成型60個の方が多かつた。 1～ 4回 の間は良品率も高かつ

た。5回 目以降は木片60個の方がやや発生量が多かつたが、

この時期は良品率が低かつた。

図21に菌興697の木片60個と成型601uにおける浸水ごとの

発生量と良品率を示した。

1～ 2回 までの浸水において、木片60個はほとんど発生

しなかったのに比べ、成型60個では7.8～13.3kg/斌の発生

が見られた。3～ 4回 までの浸水においては木片60個でも

発生が見られたが、成型60個の方が発生量が多かつた。 1

～4回 の間は良品率も高かつた。5回 目以降は木片60個に

おいても発生が見られたが、この時期は良品率が低かつた。

0

0

4 5  6 7 8 9

浸水回数
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VIll.成型駒 とおが菌封ロウの比較

これまでの研究において、成型駒の場合は年内発生が可

能であり、また、多植によって特に年内の発生量が増加す

ることがわかった。威型駒は接種が容易である反面、シイ

タケが穴の深部から発生して採取効率が悪いという問題点

も見られる。一方、生産者においては全自動接種機を用い

てのおが菌封ロウという新しい接種法も導入が始まつてい

る。今後生産者において使用の増加が見込まれるこれら種

菌の研究を行い、当県に適した、多収量高品質の原木生シ

イタケ栽培技術を開発することを目的として試験を行っ

た。

材料および方法

供試ほだ木は、H16年 2月 中旬に市販の高温性 3品 種

(セッコーH3、 森与
一丸、菌興697)の成型駒 とおが菌 (封

ロウ)を クヌギ原木各々35本に接種し、センター内水分管

80 0

0

0

20 0

1   2       3   4   5       6
浸水回数

1 0 0 0

80 0

60 0

90 0

3   4   5        6   7

浸水回数                              浸 水回数

図20 セ ッコー H3の 木片駒 と成型駒における浸水ごとの発生量と良品率
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図 21 菌 興697の木片駒と成型駒における浸水ごとの発生量と良品率
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成型60(138,9kg)

- 2 2 -



大分県きのこ研報 (6)2007

理用ビニールハウス (以下ハウスとする)と 人工ほだ場で

育成管理を行った。

処理区は、表15のように設定した。なお、森与
一丸にお

いては、ハウス内での仮伏せの効果を見るために、成型駒

接種でハウスに入れずに裸地伏せでビニール被覆する試験

区と人工ほだ場に収容してビニール被覆をしない試験区も

設けた。

表15 各 試験区の設定

結果および考察

表16に、H16年 接種分の表面蔓延率と断面蔓延率の結果

を示した。

表16 通 常時期接種の各試験区における菌糸の蔓延率

表面蔓延率は、すべての品種においておが菌封ロウの方

が成型駒を上回つた。特に森与一丸は蔓延率が高かつた。

断面蔓延率も、すべての品種においておが菌封ロウの方

が成型駒を上回つた。ここでも森与一丸が蔓延率が高かつ

た。

人工ほだ場と裸地での仮伏せにおいては、表面蔓延率は

それぞれ43.0%と 58.0%で あり、いずれもハウスを下回っ

た。一方断面蔓延率は、それぞれ73.6%と 64.6%で あ り、

ハウスを上回った。この差が生じた原因は今の所不明であ

る。

比重については示していないが、各試験区共ほぼ同じで、

約0.58で あった。

表17に、H16年 年接種分各試験区の8回 の浸水における

発生量を示した。

セッコーH3に おいては、発生個数、発生量ともに威型

駒区よりも封ロウ区の方が良い成績を示 した。これは菌糸

蔓延率の調査結果 (表16)と
一致している。封ロウ区にお

ける、ほだ木 1本 あたり約1.5kgというのは十分な発生量 と

言える。また、個重も封ロウ区の方が成型駒区よりも重かっ

た。

成型駒区 :成型駒を接種し、駒数は3倍 数 (60個/本 )と

した。接種後はハウスに収容した。散水は週 3回 2時 間

ずつ行った。ほだ木は6月 29日より人工ほだ場に収容し

た。

封ロウ区 :おが菌を接種して封ロウした。駒数は3倍 数と

した。接種後はハウスに収容した。散水は週 3回 2時 間

ずつ行った。ほだ木は6月 29日より人工ほだ場に収容し

た。

裸地仮伏せ区 :森与一丸の成型駒を接種し、駒数は3倍 数

とした。接種後は裸地に丼桁に組んでビニールと銀色の

反射材によって被覆を行った。

人工ほだ場仮伏せ区 :森与一丸の成型駒を接種し、駒数は

3倍 数 とした。接種後は人工ほだ場に収容した。

いずれの試験区においても、H16年 10月に各試験区 5本

ずつ剥皮調査を行い、菌糸の表面蔓延率と断面蔓延率を調

査 し、また、辺材部を切 り出して乾燥後、比重を求めた。

さらに、H16年 10～11月に2回 、H17年 6～ 9月 に3回 、

H18年 6～ 9月 に3回 、合計 8回 の浸水発生を行った。

表17 各 品種の発生個数、重量、個重、良品率ならびに接種子し発生率 (通常時期接種)

森与一丸 セッコーH3 菌興697

成 型 駒 区

お が 菌 封 ロ ウ 区

裸 地 仮 伏 せ 区

人工ほだ場仮伏せ区

成 型 駒 区

活が菌封ロウ区

成 型 駒 区

おが菌封ロウ区

表面蔓延率 断面蔓延率

成型駒 1封 ロウ 成型駒 1封 ロウ

セッコーH3

菌 興  697

森 与 一 丸

同 上 裸 地

同人工ほだ場

59.0

63.0

89.0

58.0

43.0

77.0

93.0

94.4

37.9

28.6

54.4

64.6

73.6

44.3

64.5

64.6

発生個数
発生量

(kg/面)

発生量/本
( g )
腫
ロ

良品率

(%)

接種孔発生率

(%)

成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ

セッコーH3

菌 興  697

森 与 一 丸

同 上 裸 地

同人工ほだ場

10787

5550

16759

12305

11792

12045

7108

9626

144.1

1 0 1 . 4

245。1

193.5

173.6

194.8

138,2

177.9

1138.2

800.9

1936.0

1528.4

1371.2

1538.7

1091.6

1405.2

3 . 4 1   1 6 . 2

8 . 3 1   1 9 . 4

4 , 6 1   1 8 . 5

5 , 7十  一

4 . 7 1   -

33.4

60.6

37.2

38.6

37.0

38.6

57.7

48.4

78,8

89.0

64.2

68.6

62.2

64.8

76.0

59.2
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菌興697においても封ロウ区の方が発生が良かったが、こ

れも菌糸蔓延率の調査結果 と一致している。ほだ木 1本 あ

たり約1.1叱の発生で、個重が重 く、大型のきのこが発生 し

た。良品率 (L,M級 品の割合)と 駒からの発生率が、 3

品種の中で最大であった。また、個重も封ロウ区の方が成

型駒区よりも重かった。

森与一丸においては、特に成型駒区の発生が多く、約245

kg/ボ (約1,9kg/本 )と いう、優秀な成績であった。個重

もセッコーH3よ りもやや大きい傾向であり、問題なかっ

た。封ロウ区も成型駒区よりは少なかつたが、約178kg/対

(約1.4kg/本 )と いうのは十分な発生量と言える。菌糸蔓

延率の結果 とは逆になつたが、どちらの試験区も十分な発

生量であった。個重は、他の2品 種と同様、おが菌封ロウ

区の方が成型駒区よりも重かった。裸地仮伏せ区と人工ほ

だ場仮伏せ区においては、個数、発生量ともにハウス仮伏

せ区よりも少なかった。

封ロウ区は、発生量が多 くて個重が重いと言う結果で

あったが、その他、シイタケがほだ木から離れやすく、採

取しやすいという傾向が見られた。総合的に見て封ロウは

非常に利点が多い結果になったが、欠点も散見された。そ

れは、変形 (奇形)力 S出やすいのではないかと言う点であ

る。H15年 と16年はセッコーH3と 森与一丸にそれぞれ変

形が発生 し、特におが菌封ロウ区に目立った。両年とも夏

に高温乾燥が続いたためにシイタケ菌糸の状態が悪 くなっ

た可能性がある。年内浸水を遅らせて12月以降から使い始

めると変形は見られなくなり、翌年も正常なシイタケが発

生した。

表18に各品種における売 り上げ計算の結果を示した。な

お、計算方法は表12と全 く同様 とした。

3品 種 とも十分な売り上げ試算値が得られたが、特に森

与一丸成型駒は発生量が多かつたために売 り上げが多いと

卓
売上は、L,M級 品のみを販売したと仮定して、800円/kgで計算。
・キ
接種労働は1,000円/時 間で計算。

Bull.Oita Mush.Res.Inst.(6)2007

いう結果になった。他の 2品 種は同程度であった。封ロウ

区におぃては、セッコーH3と 森与一丸が良 く、発生量が

若千少なかった菌興697がやや少ないものの、成型駒区と比

べると多いという結果となった。成型駒区と封ロウ区を比

較すると、 2品 種において、発生量が多かった封ロウ区の

方が上回った。

IX.早 期接種における成型駒 と

おが菌封ロウの比較

目的は試験Ⅷ と同じであるが、接種時期が子実体発生量

に与える影響について調査するために早期接種を行った。

材料および方法

材料と方法については試験Ⅷ とほぼ同一 としたが、接種

時期はH15年 12月中旬とした。原木は伐採後即玉切 りして

12月上旬に搬入したものを使用した。本試験は生木接種の

ため、仮伏せ開始時の散水は行わなかった。また、冬場の

加温のために接種直後に透明のビユールで被覆し、約90日

後のH16年 3月 下旬に被覆をはずした。

結果および考察

表19に、表面蔓延率と断面蔓延率の結果を示した。

表19 早 期接種の各試験区における菌糸の蔓延率

表面蔓延率 断面蔓延率

成型駒 封ロウ 成型駒 1封 ロウ

セッコーH3

菌 興  697

森 与 一 丸

同 上 裸 地

同人工ほだ場

90,0

88.0

92.2

70.0

82.0

84.0

82.0

94`4

82.0 1    60。1

68,0 1    58.6

75,7 1    77.4

54.9十   一

70.61    -

表18 通 常時期接種における成型駒とおが菌の売り上げの試算 (60個/本 の援種)

成型駒 おが菌

セッコーH3  菌 興697  森 与一丸 セッコーH3  菌 興697  森 与一丸

発   生    量 (kg/ぶ)

L,M級 品の重量 (kg/試)

同ほだ木 1本 あたり (kg/本)

同   売    上 (千円)・

144.1        101.4        245.1

79.0         80.0        164.2

0 ` 6       0 6       1 . 3

499.2        505.2      1.037.4

194.8        138.2        177.9

134.3        108 1         129.8

1。1       0 . 9       1 . 0

849.0        683.3        820.0

ほだ木 1000本当り種菌代 (千円)

同 接  種  時  間 (時間)

同 接 種 コ ス ト (千円)・
Ⅲ

パ ッ キ ン グ コ ス ト (千円)

167.0        167.0        167.0

29.2         29.2         29.2

29.2         29.2         29.2

4 . 1       4 . 2       8 . 5

170。6        170 6        170.6

120.7        120.7        120.7

120.7        120.7        120.7

7 . 0       5 . 6       6 . 7

- 2 4 -
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セッコーH3と 菌興697においては表面蔓延率、断面蔓延

率とも成型駒区の方が封ロウ区を上回った。与
一丸におい

ては逆にわずかではあるが封ロウ区の方が成型駒区よりも

蔓延が良かつた。与
一丸裸地伏せ区と人工ほだ場区は、ハ

ウスよりも蔓延が悪い傾向を示した。比重については示し

ていないが、各試験区共ほぼ同じで、約0.55であった。

表20に、各試験区の8回 の浸水における発生量を示した。

セッコーH3に ついては、特に成型駒区で発生個数、発

生量 ともに多かつた。約177kg/ゴ (約1.4kg/本)と いう

のは十分な発生量 と言える。これは蔓延率の結果 (表17)

と一致している。この品種においては封ロウ区の方がやや

個重が重かった。

菌興697については、成型駒区、封ロウ区ともに安定して

発生した。両区ともほだ木 1本 あたり約1.2kgで、良い発生

量 と言える。この品種においても封ロウ区の方が個重が重

かった。

森与一丸については、おが菌封ロウに良い発生が見られ

た。ほだ木 1本 あたり約1.4kgというのは十分な発生量 と言

える。ここでも裸地仮伏せ区と人工ほだ場仮伏せ区はハウ

スよりも発生量が少なかった。この品種においても封ロウ

区の方が個重が重かった。

・
売上は、L,M級 品のみを販売したと仮定して、800円/kgで 計算。

・キ
接種労働は1,000円/時 間で計算。

以上をまとめると、セッコーH3で は通常時期接種では

封ロウ区の発生量が特に多く、早期接種では成型駒区が特

に多いという結果になり、一定 しなかった。菌興697におい

ては、通常時期接種で封ロウ区が多 く、早期接種で発生が

ほぼ同じという結果になった。森与一丸は、特に通常時期

接種で発生量が多かったが、早期接種でも十分な発生が見

られた。傾向としては上記 2品 種 と逆で、通常時期接種に

おいて成型駒区、早期接種において封ロウ区の発生量の方

が多かつた。このように一定の傾向は見られないものの、

いずれの品種、接種時期においても十分な発生量が得られ、

また、おが菌封ロウは個重が重いという結果になった。仕

事の時間配分において、通常の接種時期に接種しにくい人

は早期接種によって時間を調整することが可能であろう。

表21に各品種における売 り上げ計算の結果を示した。な

お、計算方法は表12と全 く同様 とした。

早期接種においては、品種ごと、また、成型駒とおが菌

の差が少ない結果 となった。これも発生量の差が少なかっ

たことと関係していると考えられた。

表20 各 品種の発生個数、重量、個重、良品率ならびに接種孔発生率 (早期接種)

発生個数
発生量

(kg/胡)

発生量/本

( g )

個重

( g )

良品率

(%)

接種孔発生率

(%)

成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 封ロウ 成型駒 1封ロウ

セッコーH3

菌 興  697

森 与 一 丸

同 上 裸 地

同人工ほだ場

11655 1   9310

8925 1   8463

10886 1  11165

9917十   一

9830十   一

77.1

50.7

42.9

47.2

32.6

147.0

154.4

174.3

1398.9

1190,4

1128.8

1162,7

1047.4

1 1 6 1 . I

1219.6

1376.8

5 . 1

6 . 9

3 . 1

4 . 8

3 . 5

1 5 . 8

1 8 . 2

1 5。6

28.3

41.4

34.5

38.6

39.9

36.2

52.7

4 1 . 9

72.6

79,3

58.5

72.5

60.4

74.2

72.9

67.5

表21 早 期接種における成型駒とおが菌の売り上げの試算 (60個/本 の接種)

成型駒 お力S菌

セッコーH3  菌 興697  森 与一丸 セッコーH3  菌 興697  森 与一丸

平 均  発  生  量 (kg/拭)

L,M級 品 の重 量 (kg/面)

同ほだ木 1本 あた り (kg/本)

ほだ木1000本当り売上 (千円)十

177.1        150.7        142.9

107.4        110.2         89.7

0 . 8       0 . 9       0 . 7

678.6        696.7        567.0

147.0        154.4        174.3

95.2        117.8        129,7

0 . 8       0 . 9       1 . o

601,5        744.2        819.6

ほだ木 1000本当り種菌代 (千円)

同  接  種  時  間 (時間)

同 接 種 コ ス  ト (千円)=Ⅲ

167.0        167.0        167.0

29.2         29.2         29.2

29.2         29.2         29.2

170.6        170.6        170.6

120.7        120.7        120.7

120,7        120.7        120.7
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X.ロ ウ成型駒、成型駒、おが菌封ロウの比較

ロウ成型駒という新しい形状の駒が発売された。県内の

生産者においても試しに使つてみたり、使用を検討してい

る段階である。ロウ成型駒というのは、形状は成型駒と同

様なので、取り扱いが容易であり、フタ材に発泡スチロー

ルでなく封ロウを使用している。その特性を成型駒、おが

菌封ロウと比較するための試験を行った。

材料および方法

供試ほだ木は、H17年 2月 中旬に市販の高温性品種(セッ

コーH3と 森与一丸)の 成型駒とおが菌 (封ロウ)並 びに、

新たに入手したセッコーH3の ロウ威型駒をクヌギ原木

各々35本に接種し、センター内のハウスと人工ほだ場で育

成管理を行つた。

浸水操作は、H18年 1月 に1回、 6～ 9月 に4回 、合計

5回 行った結果をまとめた。なお、H19年 にも浸水発生を

継続する予定である。

結果および考察

表22に、表面蔓延率と断面蔓延率の結果を示した。

表面蔓延率は、どちらの品種も成型駒区の方が封ロウ区

を上回つた。これはH16年 接種分 (表16)と は逆の結果で

ある。セッコーH3の ロウ成型駒区は、成型駒区をさらに

上回った。

断面蔓延率も、どちらの品種も成型駒区の方が封ロウ区

を上回つた。ロウ成型駒区は、表面蔓延率とは逆に、これ

らを下回る結果となった。表面蔓延率と断面蔓延率の結果

が異なった原因は今の所不明である。

比重については示していないが、余り差はなく、0.56～

0.59であった。

表22 各 試験区における菌糸の蔓延率 (通常時期接種)

表23 5回 の浸水発生の結果 (通常時期接種)
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表23に、各試験区の5回 の浸水における発生量を示した。

セッコ‐H3に おいては、成型駒区が最も発生量が多 く、

続いてロウ成型区、封ロウ区の順であつた。成型駒区とロ

ウ成型駒区における、5回 の浸水でそれぞれ約 149 kg/面

(約1.2kg/本)、131kg/拭 (1.Okg/本)と いうのは十分

な発生量である。おが菌封ロウの約110kg/胡 (約0.9kg/

本)と いうのも、悪い成績ではない。成型駒が最も発生量

が多いというのは、断面蔓延率の結果 (表19)と 一致して

いる。断面蔓延率で2番 目であったおが菌封ロウは、発生

量も2番 目であった。成型駒よりもおが菌封ロウの方が発

生量が少ないというのは、H16年 試験 (表17)と は逆の結

果であつた。個重と良品率は、発生量の少ない封ロウが最

大であつた。

森与一丸においては、成型駒が封ロウよりもやや発生量

が多いという結果になった。5回 の浸水でそれぞれ約116kg

/ぶ (約0.9kg/本 )、114kg/面 (0.9kg/本)と いうのは

十分な発生量である。成型駒の方が発生量が多いというの

は、断面蔓延率の結果 (表22)と 一致しており、H16年 試

験 (表17)と 同様の結果であつた。

この年の試験においては、成型駒の方がおが菌封ロウよ

りも発生量が多いという結果になり、断面蔓延率の結果と

も一致していた。原因ははっきりしないが、ほだ化がその

年の気象条件等の影響を受けるためかもしれない。いずれ

にしろ、どちらの試験区も十分な発生量であった。この試

験から見る限りでは、ロウ成型駒も成型駒には劣ったもの

の十分な発生量が見られた。成型駒同様に取り扱いが容易

で、封ロウの特性も併せ持っていることから、価格的に余

り差がないものであれば充分実用に耐えるものと思われ

た。

セッコーH3と 森与一丸を比較すると、成型駒の場合は

セッコーH3が 、おが菌封ロウにおいては森与一丸の方が

やや発生量が多かった。しかし、いずれの試験区において
｀

表面蔓延率 断面蔓延率

成型駒  1  封 ロウ  | ロ ウ成型 成型駒  1  封 ロウ  | ロ ウ成型

セ ッ コ ー H 3

森 与 一 九

89.0

96.0

75.0

71.0

93.0 83.2

9 1 . 3

82.8     1     67.7

77.9     1      -

発生個数 発生量 (kg/直 ) 発生量/本 個重 (g 良品率 (%) 接種孔発生率 (%)

成型駒 対ロウiロウ成型 成型駒 封ロウ十ロウ成型 成型駒 封ロウ ロウ成型成型駒 対ロウiロウ成型 成型駒 封ロウ|ロウ成型 成型駒 封ロウ|ロウ成理

H  3

与 一 丸

10兜

9953

6941110472

110471    -

148.91109.0

116 1 1 113.6

1312 1 1 7 6

9 1 7 .

861.0

897.3

10363 14_3

11.7

15 7

1 0 . 3

・

５

　

一

43 9

39 8

・

７

　

一

89.5181.2

73,1152.9

お

　

一
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もセッコーH3の 方が個重が重 く、良品率、駒発生率共に

高いという結果が得られた。この結果はH16年 試験 (表16)

と全 く異なるものである。H16年 試験においては、森与
一

丸の方が発生量が多いだけでなく、個重も重 く良品率も高

かった。この原因は不明であるが、16年、17年ともセッコー

H3の 発生は十分に良かったので、H16年 試験における森

与一丸の結果が例外的に良かったということかもしれな

Vう。

XI.早 期接種における成型駒、

おが菌封ロウの比較

試験Ⅸに引き続き、早期接種におけるおが菌封ロウの特

性を調査した。ここでも試験Xと 同じく試験途中であるの

で、 2年 目、 5回 の浸水発生の結果までをまとめた。

材料および方法

材料と方法については試験Xと ほぼ同
一としたが、接種

時期はH16年 12月中旬とした。原木は伐採後即玉切 りして

12月上旬に般入したものを使用した。本試験は生木接種の

ため、仮伏せ開始時の散水は行わなかった。また、冬場の

加温のために接種直後に透明のビニールで被覆し、約90日

後のH17年 3月 下旬に被覆をはずした。

浸水操作は、H17年 12月に 1回、H18年 6～ 9月 に4回 、

合計 5回 行つた結果をまとめた。なお、H19年 にも浸水発

生を継続する予定である。

結果および考察

表24に、表面蔓延率 と断面蔓延率の結果を示した。

表面蔓延率は、どちらの品種も成型駒の方が封ロウを上

回つた。断面蔓延率は、品種によって異なり、セッコーH

表25 5回 の浸水発生の結果 (早期接種)

3で は封ロウが、森与一丸では威型駒の方が良かった。比

重については示していないが、約0,36～0。48の範囲にあっ

た。

表25に、各試験区の5回の浸水における発生量を示した。

セッコーH3に おいては、おが菌封ロウの方が成型駒よ

りも発生量が多く、約98kg/胡 (約0.8kg/本 )で あつた。

この結果は断面蔓延率の傾向 (表21)と 一致している。個

重もおが菌封ロウの方が重かった。発生量がH16年試験(表

20)や 通常時期接種 (表23)よ りもかなり少なかったが、

その原因は不明である。

森与一丸においては、成型駒が封ロウよりも発生量が多

いという結果になった。5回 の浸水でそれぞれ約133kg/直

(約1.Okg/本)、112kg/胡 (0.9kg/本)と いうのは十分

な発生量である。個重も成型駒の方が重かった。成型駒の

方が発生量が多いというのは、断面蔓延率の結果 (表22)

と一致しているが、H16年試願 表20)とは逆の結果であつ

た。

この年の試験においては、セッコーH3は おが菌封ロウ

が、森与一丸は成型駒の方が発生量が多く、結果が一定し

なかった。

セッコーH3と 森与一丸を比較すると、成型駒もおが菌

封ロウも森与一丸の方が発生量が多かつた。個重は、成型

駒では森与一丸、おが菌封ロウではセッコーH3の 方が重

かつた。この試験においてはセッコーH3の 発生が劣った

が、冬場 1回を含む5回の浸水で90kg/胡 (約0.7kg/本 )

以上の発生が見られているので、それほど悪い結果ではな

tう。

以上の試験から、結果は一定 しないものの、おが菌封ロ

ウも充分な発生量が見込まることがわかった。おが菌封ロ

ウは手動で接種するとなれば手間がかかる(成型駒の4.1倍

の時間)力S、成型駒よりも採取が容易であるので、全自動

接種機や半自動接種機の導入を図ることができて、接種の

手間を減らすことができれば、早期ほだ化に有効な手段の

一つであろう。
表24 各 試験区における菌糸の蔓延率 (早期接種)

表面蔓延率 断面蔓延率

成型駒 封ロウ 成型駒 封ロウ

セッコーH3

森 与 一 丸

46.0

8 1 . 0

4 1 . 0

50.0

40.8

54.8

43.0

33.2

発生個数
発生量

(kg/ni)

発生量/本

(g)

個重

( g )

良品率

(°/o)

接種孔発生率

(%)

成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 威型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ 成型駒 1封ロウ

セッコーH 3

森 与 一 丸

7465 1   7450

9809 1   9131

93.9 1  98.1

132.5 1  112.3

741.7

1046.6

774.9

887.0

1 2 . 6

1 3 . 5

1 3 . 2

1 2 . 3

34.0

37.6

34.3

35.2

7 7 . 5 1  7 1 . 3

73.2 1  59.1
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種菌形状については、各種おがくず種菌の使用により早

期ほだ化が可能であるが、使用品種、接種駒数によって発

生パターンが異なることが明らかになった。

木片駒においては、品種によっては冬場の加温によって

早期発生が望めるが、ほだ木を劣化させるものと思われ、

一般に総発生量は低下した。また、接種駒数を増加させて

も早期ほだ化はほとんど望めなかった。

接種時期については、品種によっては早期接種 (生木接

種)に おいて通常時期接種 と同等またはそれ以上の発生を

示すが、発生が悪い品種もあることが示唆された。早期接

種に適 した品種を使用し、作業時期をずらすことによって

労力を通正に配分することができるものと考えられた。

おがくず種菌においては接種駒数が増加するに伴って発

生量も増加する傾向が見られ、中には200k8/面 (ほだ木 1

本当たり約1.6kg)以上の発生が見られる品種もあったが、

増加分は特に接種年内の発生量の増加によってもたらされ

た。従って、おがくず種菌を接種する際には年内浸水発生

を実施する方がよいと思われる。年内浸水発生によって、

接種孔から大型のシイタケが発生する傾向が見られた。木

片駒においては接種駒数が増加しても発生量はあまり増加

しなかった。従って、木片駒を使用する場合には通常数の

接種で十分であると思われた。売り上げとコストの試算を

行ったところ、成型駒を使用した場合、多植によって発生

量も増加するために売り上げも多くなり、種菌代や接種コ

ストの増加を補つて余りあるという結果になった。さらに

おが菌封ロウは、品種によっては成型駒よりも売り上げが

多いと言う結果になった。早期接種 (生木接種)も 有効で

あると考えられた。

シイクケの個重を比較すると、年内浸水を実施した場合

もしない場合においても、平均個重は木片駒よりも成型駒、

成型駒よりもおが菌封ロウの方が重くなる傾向が見られ、

大型のきのこを採取するためにはおがくず種菌の利用が有

利であると考えられた。

Bt111.Oita Mush.Res.Inst て6)2007

本研究の遂行にあたり、当研究所における調査の補助お

よび資料のとりまとめなどに協力していただいた後藤末

広、甲斐和恵、大田光意の各氏に感謝します。また、本報

告書作成にあたり助言と協力をいただいた大分県農林水産
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